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大分大学大学院教育学研究科教職開発専攻(教職大学院)

先着100名様限定!

ヘアケア商品プレゼント

令和７年度

教育実践研究フォーラム

令和8(2026)年2月20日(金)
12:50-17:00(受付12:20より)

本フォーラムは，修了を迎える大学院２年生による，教職大学院での２年間の学修・

研究の成果の発表の場であるとともに，学校教育の未来について語り合う場でもある。

修了生は，学校現場での実践課題に，できる限り理論的・学術的な解釈を行い，その改

善や解決に向けた探究に取り組んできた。その成果を関係者と共有し議論することで，

新たな知見が生み出されることを期待している。また，パネルディスカッションでは，

学校現場・教育行政・高等教育の垣根を超えた対話を企画し，年度のまとめに相応しい

参加型のフォーラムとすることを目的としている。

12:50-13:00 開会行事
13:10-15:00 教育実践研究報告会

修了生15名が4分科会に分かれて，学修・研究成果を報告
15:15-16:45 パネルディスカッション

「心理的安全性の視点から学校づくりと教育実践を考える」
コメンテーター：

大分県教育庁教育次長     木村 典之 氏
報告・パネリスト：

大分市立竹中中学校教頭    安部 直子 氏
杵築市教育委員会学校教育課長

    𠮷本 研二 氏
大分大学教育学部附属小学校長

    廣田 秀俊 氏
コーディネーター：

大分大学教職大学院教授    内田 昭利
16:45- 閉会行事

申込・問合せ：
申込フォーム：https://forms.gle/a6ecbLeH9QYdGMjF7

（申込締切 2月13日(金)）
問合せアドレス：kiyokuni@oita-u.ac.jp（担当：清國）

開催場所：

大分大学教育学部講義棟(対面開催)
(大分市旦野原700番地)



令和７年度 大分大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院） 

教育実践研究フォーラム 実施要項 

 

１．趣  旨   教職大学院における２年間の学修・研究の成果は，理論と実践の往還を意図して築き 

上げた貴重なものである。修了生の取組は，それぞれの設定した学校教育の課題に迫る 

にあたり，研究的な視点から理論的根拠を示しつつ，丁寧に探究していった結果でも 

ある。その成果を関係者等に発表し，共有することによって，広く大分県の学校に波及 

効果をもたらし，学校改善につながることが期待される。また，学修・研究成果の協議 

を通して，教職大学院の使命や存在意義を改めて問い直し，さらなる充実に資すること 

を目的とする。 

 

２．主  催  大分大学大学院教育学研究科教職開発専攻（教職大学院） 

 

３．日  時  令和８年２月２０日（金） １２：５０～１７：００ 

 

４．場  所  大分大学教育学部１００号教室（全体会・パネルディスカッション） 

大分大学教育学部２０１号教室～２０４号教室（分科会１～４） 

        （大分市大字旦野原 700番地） 

 

５．対  象  大分大学関係者，大分県教育委員会関係者，市町村教育委員会関係者， 

現職院生現任校関係者，連携協力校関係者，大分大学教育学部同窓会， 

大分県内公立学校教職員，他大学の教職大学院関係者 

 

６．日  程  12:20～    受付 

        12:50～13:00 開会行事 

        13:10～15:00 教育実践研究報告会（４分科会・院生１５名） 

        15:15～16:45 パネルディスカッション 

        16:45～    閉会行事 

        17:00     全日程終了 

12:20 12:50 13:10              15:00 15:15                 16:45 17:00 
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７．内  容  第１部 教育実践研究報告会   （13:10～15:00） 

スケジュールについては別紙「教育実践研究フォーラム日程表」を参照のこと 

 

        第２部 パネルディスカッション （15:15～16:45） 

テーマ：心理的安全性の視点から学校づくりと教育実践を考える 

               事例報告１：小規模特認校の使命を果たす竹中中学校の取組 

               事例報告２：教職大学院の教育実践研究を生かして 

               事例報告３：教職員の働きがいを高める附属小学校の取組 

ねらい：近年、急激な社会変化と学校を取り巻く環境変化の中で、教職員や子供の 

心と身体のバランスが崩れるケースが増加している。それらは、休職・中途 

退職であったり、不登校であったりという形として現われる。また、教職員の 

年齢構成の偏りから、若手教員が経験豊富な先輩や同僚教員から学べたり、 

教員同士で教育観・子ども観等をぶつけ合いながら切磋琢磨できたりする 

機会が減少しているようにも見受けられる。教職員の若返りと働き方改革と 

が相俟って、学校の力が弱体化しないよう、有効な手立てを講じる必要が 

ある。教職員のやりがい・働きがい、そして児童生徒の学びへの意欲に光を 

当て、学校の抱える課題の克服を展望したい。そこで、今回は学び合い・高め 

合える関係性に注目して、心理的安全性をテーマに掲げて議論を深めていき 

たい。 

          登壇者： 

コメンテーター   大分県教育庁教育次長       木村 典之 氏 

報告・討論者    大分市立竹中中学校教頭      安部 直子 氏 

報告・討論者    杵築市教育委員会学校教育課長   𠮷本 研二 氏 

           報告・討論者    大分大学教育学部附属小学校長   廣田 秀俊 氏 

コーディネーター  大分大学教職大学院教授      内田 昭利 

 

 

８．申  込  下記のＵＲＬまたは二次元コードから申込フォームにアクセスし、必要事項を 

記入してください。申込〆切は、令和８年２月１３日（金）とします。 

 

https://forms.gle/a6ecbLeH9QYdGMjF7 

 

 

 

 

９．問合せ  担当：大分大学教職大学院 清國祐二 

        メール：kiyokuni@oita-u.ac.jp  電話：097（554）7978 

mailto:kiyokuni@oita-u.ac.jp
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